
富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、富山市補助金等交付規則（平成１７年富山市規則第３６号。以

下「規則」という。）第２４条の規定に基づき、富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金

（以下「補助金」という。）の交付に関し、規則に定めるもののほか、必要な事項を

定めるものとする。 

（交付の目的） 

第２条 市長は、本市のＳＤＧｓを推進するため、富山市ＳＧＤｓサポーター登録を

受けている企業、法人、ＮＰＯ団体、市民団体、教育・研究機関等（個人を除く。

以下、「企業・団体等」という。）が取り組む事業に対し、予算の範囲内において補

助金を交付するものとする。 

（補助対象者） 

第３条 補助の対象となる者は、次の各号の要件のいずれにも該当する者とする。 

 (1) 富山市ＳＤＧｓサポーター登録を受けている企業・団体等であること。 

 (2) 市税を滞納していないこと。 

 (3) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第

２条第６号に規定する暴力団員（以下この号において「暴力団員」という。）又は

同条第２号に規定する暴力団若しくは暴力団員と社会的に非難されるべき関係

を有するものでないこと。 

（補助対象事業） 

第４条 補助の対象となる事業（以下「補助事業」という。）は、次に掲げる事業とす

る。ただし、市又は市から出資や補助金を受けている団体から財政的支援を受ける

又は受ける見込みがある事業及び営利を目的とする事業を除くものとする。 

(1) イベント等開催事業 

本市のＳＤＧｓの普及展開を広く図ることを目的として、実施する次の事業 

ア 市内で開催されるイベント（行事、催事）の主催 

イ ＳＤＧｓ普及啓発用のツールの作成 

(2) ＳＤＧｓモデル事業 

他の企業・団体等と協働して取り組む、ＳＤＧｓ達成に向けた模範的な取組

で、以下の要件を全て満たす事業 

ア 富山市ＳＤＧｓサポーター登録を受けている企業・団体等が主体となって、

他の企業・団体等と協働し行う持続可能な取組 

イ 事業の実施により達成を目指すＳＤＧｓのゴールが明確であり、新規に実

施する取組又は既存事業を改善・拡充する取組 

（補助対象経費） 

第５条 補助対象経費の区分、補助率及び補助上限額は、別表に定めるとおりとする。

ただし、補助対象事業の実施の有無にかかわらず、申請者や他の協働する企業・団



体等が経常的に支出している経費（事務所の賃借料や人件費等）については補助対

象外とする。 

（交付の申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者は、富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金交

付申請書（様式第１号及び様式第１号別紙（ＳＤＧｓモデル事業のみ））に次に掲げ

る書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書（様式第２号） 

(2) 収支予算書（様式第３号） 

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 
（交付の決定） 

第７条 市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、補助金

を交付すべきと認めたときは、補助金の交付を決定し、富山市ＳＤＧｓ推進認定事

業補助金交付決定通知書（様式第４号）により、当該申請をした者に通知するもの

とする。 

（申請の取下げ） 

第８条 規則第７条第１項の規定により申請を取り下げようとするときは、交付決定

の通知を受けた日から１４日以内に富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金交付申請

取下書（様式第５号）を市長に提出しなければならない。 

（状況報告） 

第９条 第７条の規定により補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事業者」とい

う。）は、補助事業の遂行及び収支の状況について市長の要求があったときは、速や

かに富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金状況報告書（様式第６号）を市長に提出し

なければならない。 

（事業計画の変更等の承認） 

第１０条 補助事業者は、事業計画等の内容を変更しようとするとき、又は補助事業

を中止し、若しくは廃止しようとするときは、富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金

変更交付（承認）申請書（様式第７号）を市長に提出し、承認を受けなければなら

ない。 

２ 市長は、前項の規定により承認の申請があったときは、その内容を審査し、承認

すべきと認めたときは、富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金変更交付決定（承認）

通知書（様式第８号）により、補助事業者に通知するものとする。 

（実績報告） 

第１１条 補助事業者は、補助事業を完了したときは、完了後１０日以内に富山市Ｓ

ＤＧｓ推進認定事業補助金実績報告書（様式第９号）に次に掲げる書類を添えて、

市長に提出しなければならない。 

(1) 事業実績書（様式第１０号） 

(2) 収支決算書（様式第１１号） 

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 



（補助金等の額の確定） 

第１２条 市長は、規則第１３条の規定により交付すべき補助金の額を確定したとき

は、富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金額確定通知書（様式第１２号）により、補

助事業者に通知するものとする。 

 （交付決定の取消し） 

第１３条 市長は、規則第１５条第１項の規定により補助金の交付の決定を取り消し

たときは、富山市ＳＤＧｓ推進認定事業補助金取消決定通知書（様式第１３号）に

より、補助事業者に通知するものとする。 

（補助金の返還） 

第１４条 市長は、規則第１６条の規定により補助金の返還を命ずるときは、富山市

ＳＤＧｓ推進認定事業補助金返還命令書（様式第１４号）により、補助事業者に通

知するものとする。 

２ 前項の規定により補助金の返還の請求を受けた補助事業者は、当該補助金を市長

が定める期限までに返還しなければならない。 

（補助金の経理） 

第１５条 補助事業者は、補助事業についての収支簿を備え、他の経理と区分して補

助事業の収入額及び支出額を記載し、補助金の使途を明らかにしておかなければな

らない。 

２ 補助事業者は、前項の支出額について、その支出内容を証する書類を整備して前

項の収支簿とともに補助事業の完了の日の属する年度の終了後５年間保存しなけ

ればならない。 

（その他） 

第１６条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関して必要な事項は、市長

が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年６月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

 この要綱は、令和７年８月１日から施行する。 

 

  



別表（第５条関係） 

補助事業名 内容 補助率 補助上限額 

イベント等開催事業 

１ 旅費 

２ 謝礼 

３ 会場費 

４ 印刷製本費 

５ 物品購入費 

６ 委託費 

７ その他事務費 

１ / ２以内 

（千円未満切り

捨て） 

ただし、市長が特

別の理由がある

と認めた場合は、

定額とする。 

１０万円 

（１申請者が年

度内に申請でき

る件数は１事業

とする。） 

ＳＤＧｓモデル事業 

２ / ３以内 

（千円未満切り

捨て） 

３０万円 

（１申請者が年

度内に申請でき

る件数は１事業

とする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


